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　親愛なる同僚ロータリアンの皆さん、私がロータリークラブ
に初めて入会した1961年当時、ロータリーのリーダーたちが
「ロータリーは簡潔であるべきだ」と言っているのをよく耳にし
ました。事実、このフレーズは1956－57年度の国際ロータリー
（ＲＩ）テーマの一部になっています。しかしながら、その後の
50年間にロータリーが会員数やプログラムの数で急成長を
遂げる過程で「簡潔であること」というのはだんだん難しくな
ってきました。

長期計画は簡潔なアプローチ

　見直された2010－13年度ＲＩ長期計画（Strategic Plan）
は、今後のロータリーが強さや活気を維持していくための簡
潔なアプローチです。この計画の3つの優先項目として、明
確に短い言葉で、（1）クラブのサポートと強化、（2）人道的奉
仕の重点化と増加、 （3） 公共イメージと認知度の向上を私
たちに呼びかけています。
　これこそまさにStrategic 、「戦略」です。というのは、3つ
の優先項目にはそれぞれ目標の達成度を測ることができる
リストがあり、さらには全ての目標に対する進捗状況の評価
表が付いているからです。私たちは新たな優先項目に合わ
せて、ＲＩの予算を再調整し、全てのＲＩの活動の中でその優
先項目のバランスをとろうと試みています。 2011年に開催さ
れるニューオーリンズ国際大会の分科会でも、3つの優先項
目のバランスが図られることになっています。簡潔に述べら
れた優先項目をもつこの新しい計画は、事務所のほこりさえ
見逃さないでしょう。

3つの優先項目は相互依存の関係

　3つの優先項目の相互依存関係に注目してください。ロー
タリーは力強いクラブなしには、模範となるような奉仕プロジ
ェクトを提供できず、一方、クラブは意義ある奉仕プロジェクト
がなければ、会員増強や優れた会員を維持できないというこ
とを長年にわたって認識してきました。
　現在の社会で、より力強いクラブを築き上げるのと同様に、
地域社会、協力団体、そしてときには政府の支援をも必要と

するような大掛かりな奉仕プロジェクトを実行する上で、3番目
の優先項目（公共イメージと認知度の向上）が、ロータリーに
とって必要であることを示しています。

ロータリーの力量はクラブにかかっている

　ロータリーは、現在ポリオ・プラスで全世界的な段階に至
っています。しかし、私たちはいまだに草の根的な組織であ
り、その力量は各クラブが健全であるかどうかにかかってい
ます。
　長期計画の3つの優先項目は、ロータリーの成功は強いク
ラブの簡潔な体系、意義ある奉仕プロジェクト、それに好意的
な公共イメージの向上に基づいていることを私たちに示唆し
ています。ポール・ハリスをはじめとするロータリーの先人たち
に感謝します。卓越した結果を、そしてより良い世界を生みだ
すのは、簡潔な体系なのです。

レイ・クリンギンスミス
2010-2011年度 国際ロータリー会長

2010-2011年度ＲＩ会長メッセージ
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簡潔であれ
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GOVERNOR MESSAGE

ロータリアンとしての誇りをもって
　             ロータリーの原点に戻ろう

2010-2011年度 ガバナー

米田 眞理子
Mariko Yoneda

　クラブ会長・クラブ幹事殿におかれましては、年度の３分
の２を終えられて随分と落ち着いた日々 をお過ごしと存じま
す。順次、次年度への助走のための支援に力を入れられて
いると存じます。
　さて、４月３日はＩＭ８組堺市内１３ＲＣならびにＩＭ５組のＲ
Ｃの有志の方々のご協力で百舌鳥古市古墳群の一斉清掃
とスタンプラリーを行います。そのあと正午からは、全地区内
のクラブ皆様に呼びかけを行って、大仙公園内の日本庭園
で国際ロータリー第２６４０地区花見大会を開催いたします。
ご家族皆様もお誘いあわせの上、是非ともご参加下さい。
秋の地区大会に引き続き、皆様にお目にかかれるのを楽し
みにしております。
さて年末年始にはアンケートにご協力頂きありがとうござい
ました。結果をご報告させていただく機会を設けたいと思っ
ています。このようにたくさんの方々から真摯にご回答を頂き
心より御礼申し上げます。読ませていただきながら地区に対

するご支援に感謝しております。今回のアンケートはRI第
2640地区の、ロータリークラブとロータリアンの尊厳を守り、
その維持発展のために取り組んでいる事、繰越金の透明
性を確立し、地区委員会の活動の徹底とその活動報告の
周知度を高める事、2640地区の若い世代のロータリアンの
育成のために、今までの2640地区の運営に規約等の整備
とともに改革の必要性を痛感している事、以上を目的として
おります。ご協力いただいた皆様方に深く感謝しております。
　さて３月は「識字率向上月間」です。クラブの皆様の活発
な奉仕活動を心よりご祈念申し上げております。
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　（解説）百舌鳥古墳群は、堺市内の東西約4km、南北約
4kmの範囲に広がる古墳群です。古墳時代、この一帯には
100基を超える古墳が造られました。しかし、都市化の進展
などによってその多くが失われ、現在は4世紀後半から5世
紀後半に造られた47基の古墳が残っています。その中には、
世界最大級の墳墓・仁徳陵古墳をはじめとする巨大前方
後円墳などが含まれており、日本の古墳文化を物語る貴重
な遺産です。古墳時代、日本列島には20万基以上もの古墳
が造られました。その中で最も大きな古墳が、百舌鳥古墳
群にある仁徳陵古墳です。墳丘の長さは486m、周囲の三
重の濠を含む全長は840mもあり、墳墓としては世界最大級
の大きさを誇ります。
このほかにも百舌鳥古墳群には、日本で3番目に大きい履中
陵古墳（墳丘長360m）、8番目に大きいニサンザイ古墳（墳
丘長290m）など、日本有数の巨大前方後円墳が含まれて
います。
また、巨大古墳の周囲には、陪塚（ばいちょう）と呼ばれる中
小の古墳が築かれるなど、さまざまな規模と形の古墳がみ
られ、古墳文化の特徴をよく表しています。中国の歴史書
「宋書」には、5世紀頃の倭（日本）に5代にわたって有力な
王（「讃」・「珍」・「済」・「興」・「武」）が現れ、中国に貢物を献
上したという記録があります。倭の王は、当時、日本各地の
地方首長を束ねていた首長連合の盟主で、大きな権力を
有していたと考えられています。 百舌鳥古墳群は、古市古
墳群（羽曳野市、藤井寺市）とともに、倭の五王に関わる遺
産と考えられており、日本の古代の国家形成過程を物語る
重要な遺産です。百舌鳥古墳群からは、さまざまな形をした
埴輪のほか、金銅製の装身具、馬具、鉄製武器などの副葬
品が出土しています。これらの出土品には朝鮮半島や中国、
遠くはペルシャの影響などが見られ、当時の日本に東アジア
との活発な交流があったことを示しています。

（注）百舌鳥古墳群ホームページより抜粋

GOVERNOR MESSAGE
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　公費助成を軸にした大阪私学の高校就学対策は、全国の私学関係関係者の注目するところとなっているが、その理由の一

つとして、私学の自主性、独自性が損なわれるのではないかという危惧からくるものもある。その事に関しては、本家本元である、

我々大阪私学中高連が最も危懼しているところであり、その様なことにならないように各校の持つ「建学の精神」を生かした私

学としての自主性、独自性を死守しなければならないと考えている。同時に今や私学は、教育基本法や学校教育法によって示

されている通り、公教育の重要な一翼を担っている現実を直視しなければならないことは、言うまでもないことである。

　平成20年度橋下府政が発足されるや、全国どの都道府県も行われていない、教育行政軽視と思われるような、私学幼・小・

中・高の経常費助成の削減が、府の財政改革の一環として行われた。平成21年に民主党政権が誕生し、平成22年度より公立

高校の無償化が実施されるようになった。大阪の私学は、それに対応すべく公費助成を軸に新たな施策を大阪府と共に考え

なければならない状況となった。その第一段として低所得世帯に対する就学支援施策である。平成22年度からの、年収350万

円未満世帯の全ての生徒が、公立高校・私立高校・高等専修学校の自由な学校選択ができるように、授業料実質無償化が実

現した。しかしながら私学側には将来にわたって解決しなければならない課題は残ったことは事実である。それは、標準授業料

の設定と標準授業料を超過する学校は、その差額の学校負担の問題である。

識字率向上月間に因んで
新たな大阪の私立高校生徒収容施策
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　平成23年度は授業料支援は更に拡大されることになる。それは知事の強い意向でもあるが、大阪の全ての子どもたちが、15

才の進路選択時に、経済的事情に左右されずに自らの適性や能力に応じて、公立高校・私立高校・高等専修学校を自由に学

校選択を行うことができる制度の足掛かりである。平成22年度の年収350万未満世帯への支援から、子育て所得中位層の年

収610万未満世帯への拡大、更に、生徒70％に当る年収800万円未満世帯まで保護者負担が10万円で収まる制度は、単なる

就学支援ではなく、学校選択を通じて、従前公立高校に就学予定者のかなりの生徒が私学に移動するのではないかと予想さ

れる。その根拠は、この8月に大阪府は今年公立高校に入学した全生徒の保護者に学校選択についてのアンケート調査をした

結果、公立高校入学者の35％が、私立高校の授業料が今より軽減されれば私立高校を選ぶと回答した。公立高校入学者

47,700人の中の16,700人に当たる。この層は紛れも無く800万円未満世帯の層とすれば、支払能力等も考慮に入れても、少なく

とも16,700人の2割から3割、即ち3,500人から5,000人はシフトすると予想する。事と次第によれば、大きく地図を変える地殻変動

が起こることも予想されるのではないだろうか。

　今回のこの制度が実施されれば、学年進行の完成時には、110億円以上の公費が捻出されるが、学園側も授業料と標準授

業料との差額の負担が、10億円を超過するものと思われる。今回標準授業料が55万円から58万円（府下私立高校の加重平

均額）に変更されたとは言え、冒頭これらが課題であると述べましたが、我々の英知でもって解決していかなければならない。同

時に、公立高校が無償化に踏み切られた限りに於いては、我 と々しては公費支出の公私問格差の是正に取り組んで行き、公

私共々切磋琢磨して大阪の教育力の向上に努めて行かなければならないと考えている。

役職

大阪私立中学校・高等学校連合会　　会長

近畿私立中学校・高等学校連合会　　会長

日本私立中学校・高等学校連合会　    副会長
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　当地区内の各クラブでは、クラブ会員の専門分野を生かし、ニーズを踏まえ、それぞれ地域の特色に合わせた多岐にわたる

活動を展開されています。

　「社会奉仕」は、ロータリアンが、地域社会の、生活の質を向上させるために行うような活動にも関係します。それはしばしば、

若年層や高齢者や障害者、その他の人々で、より良い生活への希望を求める源として、ロータリーに期待を寄せている人々へ

の援助も含みます。

世界中のロータリアンは、地元地域に還元するために一世紀余りにわたり「超我の奉仕」を行ってきました。それぞれのロータリ

ー・クラブが異なるように、社会奉仕プロジェクトの種類や内容もさまざまですが、すべてのプロジェクトに共通していることは、そ

れが人々のニーズに応えようとするものであるという点です。クラブが社会奉仕プロジェクトで成果を挙げれば、結果として、そ

の地域社会はさらに良くなり、住民の絆も深まると同時に、ロータリーに対するイメージも良いものになります。地域社会の中でロ

ータリーが好ましい存在として捉えられれば、ロータリーの会員基盤も充実し、発展していくだけでなく、世界規模で奉仕活動を

行う組織としての、ロータリーの力を、高めることにもなるのではないでしょうか。

「社会奉仕について」
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地区社会奉仕委員会は、本年度の地区目標に基づいた推奨プログラムから、 献血活動の奨励と識字率向上活動への協賛も

お願い致しております。

個人の献血活動では、それを行うに際し、大掛かりな段取りや費用は要りません。必要なのは、健康な体と健全な心です。たっ

た一人で出来る奉仕活動です。まさに「Ｉ SAVE 」だと思いませんか？そんな方々の結集で、よりすばらしい奉仕活動となるので

はないでしょうか？先ずは、自分自身から！

献血推進は、さまざまな団体が手掛けられていますが、「それでも血が足りない。」との現実があります。5年後、10年後を見据え

て、ロータリーが今真剣に考え、積極的に取り組んでも良い活動だと思います。

　識字率向上は、３月がその活動月間とされています。当地区は、社団法人日本ユネスコ協会連名の世界寺子屋運動に協賛

致します。

世界には、働かなければならなかったり学校が近くになかったりして、学校に行けない子どもが、7,200万人もいます。そして学校

に行けずに大人になり、文字の読み書きができない人が7億5,900万人もいます。このような子どもたちや大人が読み書きや算数

を学べるように、教育の機会を提供する運動です。すべての子どもたちが学校に通えるようになることや、成人女性の識字率が

向上することを目標としています。

当月間に各クラブへ募集を行います。募集物については、各クラブの社会奉仕委員長さんからご案内があると思います。それ

らは、地区で取り纏め、ユネスコ世界寺子屋運動を通じ、識字率向上に役立てられます。

　今後も引き続き、社会奉仕活動にご尽力下さいます様、宜しくお願い申し上げます。
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多くの皆様と国際大会に参加出来るように、地区ツアーを企画いたしております。

みなさん　アメリカで国際大会に参加しましょう！

ご家族の皆様のご同伴も大歓迎です。詳細行程など決定次第ご案内させて頂きます。

登録料は第2締切日までは340ドル、また2011年4月1日以降は380ドルとなります。お早めの登録をお勧め致します。

ニューオーリンズ国際大会につきましては、RIウェブサイト内に開設されております｢国際大会｣特設ページには、国際大会の日

程・行事予定や登録の方法等、各種情報が掲載されております。是非御一読下さい。

アドレスは、下記の通りとなります。(日本語ページです)

http://www.rotary.org/ja/members/events/convention/pages/ridefault.aspx

国際大会へのお誘い

2011年5月21日(土)～25日(水)

ニューオーリンズ 
アーネスト N. モリアル・コンベンション・センター

第２締切日 2011年 3月31日(木)
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 国際大会への登録方法

予約

RI国際大会およびRIチケット行事に 
登録する
www.rotary.org/ja/pages/ridefault.aspx 
の会員アクセスからのオンライン登録が便利
で安全です。登録後2日以内に、Eメールで登
録番号を含む登録の確認が送られ、約1週間
以内に登録完了の通知が送信されます。

米国のビザ免除プログラムが適用される国
から国際大会に参加する方は、米国へ出発
する前一週間までに、https://esta.cbp.
dhs.gov（ホームページから日本語をクリッ
クしてください)で渡航認証手続きを申請して
ください日本はこれに該当します）。

ビザやビザ免除プログラムに関する詳細は、 
travel.state.govをご覧ください。

国際大会への登録手続きには、国際大会と
RIのチケット制行事の主催者である国際ロ
ータリー、ホスト組織のチケット制行事の主
催者であるニューオーリンズ・ホスト組織委
員会、個人と団体のホテル予約を担当する
Experient Inc. 社など、3つの組織が関与し
ています。 

2011年ニューオーリンズ大会への登録に 
必要なステップは、以下をご覧ください。

登録前

個人登録か団体登録かによって登録方
法が異なるので、どちらにするかをまず
決める
本人と4名を上限とするゲストを登録する場
合は、オンラインで登録できますが、合計6
名以上の同時登録は、登録書式を使用してく
ださい。25名以上の団体登録の方法につい
ては、ＲＩ登録業務担当課（RI Registration 
S e r v i c e s）までお問い合わせください 
ri.registration@rotary.org）。

旅行日程を決める
暫定プログラム日程表を参照の上、大会前に
参加される活動や行事を決めてください。 
旅行日程が定まってから、登録手続きを進め
てください。 

最新日程に関する情報は、www.rotary.org/
conventionをご参照ください（日本語での情報
はページ下の「日本語」をクリックしてください）。
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国際大会に12月15日（水） 
までに登録し、割引料金を 
ご利用ください。

ホスト組織のチケット制行事への登録
ホスト組織委員会は、大会参加者と地元
のロータリアンが共に楽しめる文化体験ツ
アーやホスト・ホスピタリティー行事を企画
しています。ホスト組織のチケット制行事
への登録やツアーに関する詳細は、www.
rotarycon2011.comをご覧ください。ホスト
組織主催の大会前や後のツアーに参加し、こ
の機会を最大限に生かしましょう。

ホスト組織のチケット制行事に関するご質問
は、hostevent2011info@gmail.comまでご
連絡ください。

オンラインでホテルを予約する
Experient Inc. を通じて客室割引料金を利 
用いただけます。客室の種類や予約は
registration.experient-inc.com/Show 
ROT111をご覧ください。予約手続きは先着
順で行われます。ご希望のホテルが確保でき
るよう、お早めにお申し込みください。RI国
際大会ホテルの予約は、2010年6月19日か
ら受け付けを開始いたします。

ホテルの予約に関するご質問は、rotary@
experient-inc.com、1-800-650-6913（北
米からのフリーダイアル）、または1-847-996-
5885までご連絡ください。

登録後

旅行の手配
ニューオーリンズで開催される2011年国際
大会へ出席するロータリアンは、特定の航空
会社の割引航空料金を利用いただけます。
航空券割引コードに関する詳細は、www.
rotary.org/conventionをご覧ください。

お問い合わせ:
ri.registration@rotary.org 
1-847-866-3495

ニューオーリンズ 
に集まり、 
2011年国際大会を 
楽しみましょう
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5月19日（木）
15:00-19:00  登録／RIとホスト組織委員会チケット販売 

大会前会議の登録を含む）
未定 2011年国際RYLA
未定 青少年交換役員歓迎レセプション

5月20日（金）
8:00-18:00  登録／RIとホスト組織委員会チケット販売 

大会前会議の登録を含む）
未定 2011年国際RYLA
未定 ロータリー同窓会
未定 ローターアクト大会前会議
未定 青少年交換役員大会前会議
未定 青少年交換役員晩餐会

5月21日（土）
8:00-18:00  登録／RIとホスト組織委員会チケット販売 

大会前会議の登録を含む）
未定 ロータリー・リユニオン
未定 2011年国際RYLA
未定 ローターアクト大会前会議
未定 青少年交換役員大会前会議
10:00-11:00  国際大会初参加者のためのオリエンテーション
10:00-18:00 友愛の家
13:00-14:00 友愛の家グランド・オープニング
14:30-16:30  サウンド・オブ・ザ･サウス・コンサート 

ホスト組織のチケット制行事）
16:30-17:30 国際大会初参加者のためのオリエンテーション
18:30-21:30  楽しい夕べ オーデュボンアメリカ水族館での

食事、親睦、魚類鑑賞

5月22日（日）
8:00-18:00 登録／RIチケット販売
9:00-17:00 友愛の家
9:30-10:30 諸宗教合同礼拝
11:30-12:00 本会議前の余興
12:00-14:30 開会本会議（1回目）
16:00-16:30 本会議前の余興
16:30-19:00 開会本会議（2回目）

5月23日（月）
8:00-18:00 登録／RIチケット販売
9:00-18:00 友愛の家
9:00-9:30 本会議前の余興
9:30-11:45 第2回本会議
12:00-13:30 会長主催表彰昼食会（RIのチケット制行事）
13:45-15:15 分科会
15:45-17:15 分科会
16:00-21:00  ホスト・ホスピタリティーの夕べ 

ホスト組織のチケット制行事）

5月24日（火）
8:00-18:00 登録／RIチケット販売
9:00-18:00 友愛の家
9:00-9:30 本会議前の余興
9:30-11:45 第3回本会議
12:00-13:30  会長エレクト主催リーダーシップ昼食会 

RIのチケット制行事）
13:45-15:15 分科会
15:45-17:15  分科会
未定  フレンチクオーターでの食事体験 

ホスト組織委員会のチケット制行事）

5月25日（水）
8:00-16:00 登録／RIチケット販売
9:00-16:00 友愛の家
9:00-9:30 本会議前の余興
9:30-12:00 第4回本会議
12:15-13:45 On-toバンコク昼食会（RIチケット制行事）
12:30-15:00 国際大会招致に関するワークショップ
14:00-15:30 分科会
16:00-18:30 閉会本会議

大会日程はプログラムの作成時において最新のものですが、変
更されることがありますのでご了承ください。国際大会の最新情
報は、www.rotary.org/convention（画面下「日本語」をクリ
ック）をご覧ください。

2011年 RI国際大会プログラム予定
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新入会員紹介 NEW ROTARIAN
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ＰＨＦ・ベネファクター（1月分）

米山功労者（1月分）



14

3月号、お届けいたします。
俳壇・柳壇、共に我が地区からの採用が多くございます。
地区クラブメンバーの豊かな感性、自然を感じる心に身を躍らせながら、友紹介をさせていただいております。

ロータリーの友 編集委員会　地区代表委員　京谷 知明

①　俳壇―――横組み P１３
微笑みの小さき仏や冬うらら　（和歌山北ＲＣ　岩内 美登理）
粕汁を囲み心も温まり　（御坊ＲＣ　丸山 初美）
空鍋を犬のころがす寒暮かな　（堺フェニックスＲＣ　米田 眞理子）

③　柳壇―――　縦組み Ｐ13
シンプルに生きよと外野かしましい　（大阪金剛ＲＣ　井出　胡蝶）
失念の方との会話チグハグに　（新宮ＲＣ　塩﨑　公治）
気配りが女性ガバナーらしく出る　（堺ＲＣ　大澤　徳平）
あの時のあと一と押しが悔やまれる　　（大阪金剛RC　井出　敏）

④　バナー自慢　
堺中RC　―――　横組み P１４

⑤　友愛の広場
米山梅吉記念館を訪れて　――――　大阪金剛RC　井出　俊一 　横組み P１８

地区関連の記事

『ロータリーの友』地区だより THE ROTARY-NO-TOMO
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縦組み記事

横組み記事

①　ＲＩ会長メッセージ　簡潔であれ　ＲＩ会長　レイ・クリンギンスミス　Ｐ1

クリンギンスミスＲＩ会長は、「私が初めてロータリークラブに入会した1961年当時、ロータリーのリーダーたちが『ロ

ータリーは簡潔であるべきだ』と言っているのをよく耳にしました。見直された2010－11年度ＲＩ長期計画（Strate-

gic Plan）は、今後のロータリーの強さや活気を維持していくための簡潔なアプローチです」と、長期計画の意義

について述べています。

②　特集　識字率向上月間　識字が広げる世界　P5-13

今月は識字率向上月間です。国内では、海外では、どのような活動が行われているでしょうか。

③　2011－12年度　国際ロータリー会長 カルヤン・バネルジー氏　PURE BANERJEE　Ｐ18-22

THE ROTARIAN 3 月号　「人生は、単純です。それを難しくするのが人間なのです」と、2011－12年度ＲＩ会

長に就任するカルヤン・バネルジー氏は述べています。バネルジー氏が、ロータリーについて語りました。

④　こころの中を見つめよう　博愛を広げるために　2011年国際協議会リポート　1月16～22日　Ｐ23-26

国際協議会では2011－12年度ＲＩ会長カルヤン・バネルジー氏が新しいテーマを発表。さらに、ガバナーエレクトは、

強調事項やロータリーの現況、世界の現状について学びました。

⑤　未来の夢　クイックガイド　THE ROTARIAN 3 月号　Ｐ27-30

2010－11年度からスタートした「ロータリー財団未来の夢計画」に関する試験的プロジェクトは、2013年7月から、

世界の全地区に適用されます。「未来の夢とは？」、その基本的な説明です。

⑥　公益財団法人ロータリー日本財団の認定と税制上の優遇措置に関するお知らせ　Ｐ40

一般財団法人ロータリー日本財団は、12月24日に公益財団法人ロータリー日本財団になりました。それに伴い、

2011年4月1日から、寄付が税制上の優遇措置の対象となります。振込先も変更になります。

①　子宮頸癌とＨＰＶワクチン　日本の今　～ワクチン公費助成への道程～　Ｐ2-6

（医）健成会　吉馴整形外科産婦人科　理事副院長・産婦人科部長　医学博士　

吉馴　茂子

頸癌（けいがん）はＨＰＶウイルスによる「性感染症」で　20～30歳代の女性に急増中です。既に予防のＨＰＶワク

チンが日本でも発売され、昨年１年、私たちはメデイアの支援を受けて、このワクチンの公費助成への運動を展開

し、国費が遂に承認されたのです。目指した中学生の全国女生徒に接種される体制作りに寄与できたのです。

『ロータリーの友』地区だより THE ROTARY-NO-TOMO
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『ロータリーの友』では、会員の皆さまのご投稿をお待ちしております。クラブでの活動、ロータリアン同士の交流に関する原稿や
写真、ロータリーに対するご意見など、下記をご参照の上、ロータリーの友事務所までお送りください。
なお、下記とは別に、特集用の原稿を募集させていただくこともあります。時折、当ウェブサイトの「ロータリーの友からのお知ら
せ」をチェックしてください。
※活動の原稿や写真は、できるだけ早くお送りください。時間が経過すると掲載できないことがあります。
原稿については、クラブの活動紹介の原稿または写真は、活動後、1か月以内にお送りください。時間が経過した原稿や写真は
掲載できません。

・パソコンの場合は、プリントアウトした原稿にＣＤ－Ｒなどを添付してください。手書きの場合は、必ず原稿用紙に、楷書でお書きく
ださい。
写真については、デジタルカメラで撮影した写真は、プリントしたものと一緒にデータを送ってください。データの形式は、ＪＰＥＧ、Ｂ
ＭＰ、ＥＰＳ、ＴＩＦＦでお願いします。なお、写真の解像度は下げないでお送りください。
・ フィルムカメラで撮影した写真の場合は、必ずプリントを郵送してください（自宅のスキャナでスキャニングしたデータ、または自
宅の印刷機で印刷した写真は、送らないでください）。
その他、ご所属のクラブ名、連絡先の住所、電話・ファクス番号、（Ｅメールアドレス）を必ず記入してください。
・お送りくださいました写真は、原則として返却いたしません。

ロータリーの友事務所

郵便　〒105－0011　東京都港区芝公園2－6－15　黒龍芝公園ビル4階
ＦＡＸ 03－3436－5956
Ｅメール　hensyu@rotary-no-tomo.jp

2011-12年度『ロータリーの友』表紙写真募集！

投稿先

『ロータリーの友』地区だより THE ROTARY-NO-TOMO



 
 
 
 
 

1 月までの寄付金は前年同期に比べて 0.06％増と、ほぼ前年並みとなりました。普通寄付金は

2.6％減、特別寄付金が 1.7％増です。昨年 11 月以降、次第にプラス幅が減少しており、1月も

単月でみると直近 10 年間で一番低い数字となっています。 

1 月は普通寄付金の納入が主となる月です。全クラブの 79％にあたる 1,822 クラブからご納入

いただきましたが、納入率が 60％台にとどまっているところも 5地区あります。各地区の理事・

ガバナー・米山奨学委員長・寄付金増進担当の米山委員の皆さまへ送付している「「寄付金傾向」

に地区別納入割合を掲載しています。ご確認いただきまして、お早めにご送金くださいますよう

よろしくお願い申し上げます。 

4 月からの新規米山奨学生の面接選考が各地区の選考委員会によ

って行われ、1,516 人の応募者から 616 人の合格が決定しました。 

合格者は、博士課程 147 人・修士課程 292 人・学部課程 154 人、

クラブ支援奨学金が 9 人、地区奨励奨学金が 14 人です。このほか、

海外学友会（台湾・韓国）推薦による 2 人の候補者が決定していま

す。国籍・地域別では、中国が 49.8％（前年度 52.3％）、韓国 17.0％

（15.3％）、台湾 6.2％（5.5％）、その他 26.9％（26.9％）です。各地区選考委員会が国籍バラ

ンスをより重視した結果、昨年に比べて中国籍の合格者がやや減少しました。 

今後、辞退者が出るなど多少の変動が見込まれますが、今回の合格者、そして昨年度からの継

続奨学生 210 人を合わせた 828 人が、2011 学年度の奨学生として新たなスタートを切ります。 

日本に住み、夫と共に家具の企画販売会社を営む米山学友、何
か

玉
ぎょく

翠
すい

さん（台湾／1987-89）が、

世話クラブの奈良ＲＣの例会に出席した際、米山奨学会へ 10

万円を寄付してくださいました。 

今年 1月末、何さんは東大阪みどりＲＣ会員である夫の北山

治信氏に伴って、奈良ＲＣの例会にビジターとして参加。20

年以上も前の奨学生とあって、何さんだと気付く会員はいませ

んでしたが、自己紹介のなかで「私はこちらでお世話になった

元米山奨学生です」と名乗ると、当時から在籍している会員は

「思い出した！」と、膝を打って喜びました。何さんは、「米

山学友である私は、恩返しだけではなく、常に社会の役に立てるよう頑張ることが使命だと思っ

ています」と話し、その場で 10 万円をクラブ会長に手渡しました。 



 

昨年、ロータリアンになった米山学友の鮑
ボ

尓
ル

吉
ジ

徳
ド

さん（中国／2001-02／新井ＲＣ／名古屋栄

ＲＣ会員）が、第 2760 地区（愛知県）の次期米山奨学委員会の委員に加わることになりました。

正式な就任を前に、この 1月から選考試験や委員会活動にオブザーバーとして参加しています。 

このニュースを知らせてくれた同地区米山奨学委員長の竹内一郎氏は、「元米山奨学生がロー

タリアンとなって奨学生の選考に携わることは、いざ現実となると大変意義深いものがあります。

本奨学会の歴史の長さと懐の深さを改めて感じます」と、感慨を込めて語ってくれました。 
 
 
 
 
 
 

中国民族楽器の一つ、古箏の奏者で歌手の謝
しゃ

雪
せつ

梅
ばい

さん（中国／2001-03

／松江しんじ湖ＲＣ）が「中国東方時尚杯青年歌手大賞」で、民族唱法部

門の第一位および最優秀才芸賞に輝きました。表彰式は 1 月 18 日、北京

市内で 1 万人の観客を集めて盛大に開かれ、謝さんをはじめ、14 人の受

賞者にトロフィーと副賞が授与されました。 
謝さんは現在、横浜中華芸術団を主宰し、首都圏を中心に幅広くコンサ

ート活動を行っています。今回の受賞
にあたり、「米山奨学金を頂いたおか
げで、勉強一筋に打ち込むことができ、
卒業後はプロの音楽家として、様々な
成績を収めることができました。今回
の受賞も含め、これらの成績は、ロー
タリアンの皆さまのおかげです。皆さまが私を育ててくださ
いました。これからも、アジアの人々に貢献できる音楽家を
目指して頑張ります」と、喜びを語っています。 

各地区で会長エレクト研修セミナー（ＰＥＴＳ）が開催される季節となりました。
米山奨学会では毎年、ＰＥＴＳで米山奨学事業の説明時間を設けていただくようお
願いしています。 
今年は、①豆辞典 ②一般用リーフレット ③米山関連資料案内チラシ

の 3 点を次年度クラブ会長・幹事、クラブ米山記念奨学委員長への配布用
として、また、ＤＶＤ「心つないで、世界へ」を上映用として 1 枚、各地
区ガバナーエレクト事務所宛てに発送しています。 
3～5 月に開催される地区協議会用には、①①豆辞典 ②米山学友の群像
Vol.3 ③クラブ米山委員長の手引きを 2月下旬に発送します。 

（財)ロータリー米山記念奨学会 
〒105-0011 東京都港区芝公園 2-6-15 
 黒龍芝公園ビル 3F

Tel：03-3434-8681 Fax：03-3578-8281 
E-mail：highlight@rotary-yoneyama.or.jp 
URL：http://www.rotary-yoneyama.or.jp/

編集担当：野津
の づ

・峯
みね

表彰を受ける謝雪梅さん（中央）
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「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資料室です。
ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、２万余点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。閲覧は勿論、電話
や書信によるご相談、 文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、一部資料はホーム
ページでPDFもご利用いただけます。
クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、 ご活用願います。　
以下資料のご紹介を致します。

ロータリー文庫

〒105－0011東京都港区芝公園2-6-15黒龍芝公園ビル3階
TEL（03)3433-6456・FAX（03)3459-7506　　　　http://www.rotary-bunko.gr.jp

開館＝午前10時～午後5時　　休館＝土・日・祝祭日

◎「洒落たいなかの食風景」　小泉武夫　2010　10p　（D.2830）

◎「フラガール誕生からスパリゾートへの道のり」　斎藤一彦　〔2010〕 9p　 （D.2550）

◎「試練が人を磨く」　桑田真澄　2010　11p 　（D.2520）

◎「スポーツの世界、勝負の掟」　山本 浩　2010　2p 　（D.2690）

◎「人と自然との共生」　Ｃ．Ｗ．ニコル　2010　4p　（D.2690）

◎「未踏の地球内部を掘る－地球深部探査船「ちきゅう」の挑戦」　平 朝彦　2010　4p　（D.2640）

◎「足元の宝物で地域再生を」　月尾嘉男　2010　10p　（D.2640）

地区大会記念講演より

文庫通信 BUNKO TSUSHIN
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ロータリーリーダー

数字で学ぶロータリー

ロータリーに女性の力を

会員の多様性を高めることで、世界的ビジネス・コミュニティをより良く反映した活気ある組織に。クラブの女性会員を増やすた
めのアイデアをロータリアンが紹介します。

最優先事項

音楽に託すポリオ撲滅への思い

ジャスバンドが欧州ツアーによりロータリーの2億ドルのチャレンジへの募金に貢献しました。

HOW TO...（ハウツーの紹介)

新世代奉仕を開始するために

多くのロータリー・クラブが力を入れている新世代奉仕を、あなたのクラブも始めませんか。開始にあたっての4つのアイデアを
ご紹介します。

みんなに紹介しよう

ロータリーの世界的広報キャンペーンをカスタマイズ

あなたがお住まいの地域、そして未来の会員に、ロータリーが世界中で行っている活動を伝えたい。その方法はいかに？

主な掲載内容

「Rotary Leader（ロータリー・リーダー）」は、クラブ
と地区の役員が日々 直面する課題や問題を克服
する上で役立つ、実践的な情報やリンクを提供する
オンラインのマルチメディア出版物です。 
「Rotary Leader」は、 www.rotary.org  「会員ア
クセス」 を通じ、RIに正確なEメールアドレスを登録
した現クラブ会長と現地区ガバナーに自動的に送
信されますが、ロータリアンなら誰でも、随時、受信を
申し込むことができます。クラブ会長エレクト、地区ガ

バナー・エレクト、クラブ幹事、各地区委員会委員長、ガバナー補佐には特に、受信が奨励されています。「Rotary Leader」の
受信は無料です。 
「Rotary Leader」 は、 英語 、 フランス語 、 ドイツ語 、 イタリア語 、 日本語 、 韓国語 、 ポルトガル語 、 スペイン語 の8カ国語
で発行されるオンラインのみの出版物で、冊子版の販売は行われません。 
「Rotary Leader」に関するご質問やご意見、記事についてのアイデアを、Eメール（ rotary.leader@rotary.org ）でお寄せく
ださい。（www.rotary.orgより引用）

概要・受信方法

インターネット速報 NEWS
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ロータリー・リーダーシップ研究会の概要

　ロータリー・リーダーシップ研究会（RLI)は、ロータリー・クラブの指導者開発計画を実施するための、ロータリーの地区と地域
の基本的な連合組織です。RLIは高い教育的な経験を備えた将来のクラブ指導者を要請する目的で、その可能性のある特定
のロータリアンを支援するために、ニュージャージー州の中央にある７５１０地区で、デヴィッド・リネット地区ガバナーによって１９９２
年に設立されました。
　１９９４年には、ニュージャージー州で更に３つの地区が加わって多地区の活動となり、１９９８年には、３１ゾーン、３２ゾーン（ア
メリカの北東部、中部大西洋岸、カナダの一部)に広がり始めました。
　RLIが２つのゾーンに広まったことで、このプログラムは国際ロータリーの役員の関心を惹きました。プログラムは、２００１年の
国際協議会のスピーチの中で取り上げられ、「指導力成功談」としてRIウェブ・サイトに掲示されるとともに、RIニュース・バスケッ
トの２００２年３月２０日号の記事にもなりました。RI理事会は、クラブや地区がRLIおよびこれに類似したプログラムに参加するこ
とを推奨するという決議を採択しました。
　２００１年９月に、RLI常任委員会はロータリーの世界全体に、ある程度の自治権を持った支部を作るという拡大計画を採択し
ました。常任委員会は、３１ゾーン、３２ゾーンの外部に拡大する必要性を認める一方で、支部を成功させるためには、RLIから
の支援が必要であることを認めました。すでに結成された支部の名前はRLIのウェブ・サイト
http://www.rotaryleadershipinstitute.orgに掲載されています。

　２００３年９月に、RLIと本部(３１ゾーン、３２ゾーン)の機能は切り離され、現在、支部の統括機能は国際ロータリー・リーダーシッ
プ研究会もしくはロータリー・リーダーシップ研究会と呼ばれています。
　統括組織の管理主体は、それぞれの支部長によって構成されたRLI調整審議会（RLI Coordination Council)、国際委員
長、国際常務理事、将来も受けられる予定の調整審議会の他の役員です。調整審議会はRI国際大会のほか、委員長または
審議会の招集によって開催されます。調整審議会は年次予算と支部分担金を決定し、RLIの基準と目標を決定します。
 

ロータリー・リーダーシップ研究会の任務

　ロータリー・リーダーシップ研究会の目的は、クラブの会長他によって推薦された、指導者としての素質を持った特定のロータリ
アンに、教育を受ける機会を提供することです。
　今後毎年、各クラブの会長は、クラブの指導者候補者として（必ずしも、会長候補者というわけではありません)会員を指名す
るように要請されます。指名された人は、ロータリーの知識と指導力を伸ばすためのコースを受講することができます。これらの
コースは、熱心で、独創的で、ひたむきなロータリアンになるように受講者を動機づけることを期待したものです。
　３日間コースの全期間出席した人には、完了の認証が与えられます。講義内容はもっとも斬新なもので、可能な限り参加者参
加形式が採られます。その手法には、グループ・ディスカッション、ロール・プレイング、問題解決ワークショップ、グループ計画トレー
ニングなどが含まれ、講演は限定されています。

ロータリー・リーダーシップ研究会(RLI)

お知らせ NEWS
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「太陽の光が永遠に陰ることはありません。緑色の存在に気づくまでには、芽を出す時間が必要なのです。種をまいた人が常に
収穫できると限らないのです。」・・・アルバート・シュバイツアー

　RLIの結成につながった問題点は、私たちのロータリー・クラブの多くの会長やその他のクラブ指導者たちが、ロータリーに関
する僅かな知識しか持たないで、特に自らのクラブ外のことや、ロータリー運動を前進させていくのに必要な指導力に関する乏
しい知識しか持ち合わせないで就任すると言うことです。良い指導者がいるクラブは、価値があって関心の高い奉仕プロジェク
トに会員がかかわり、存在感と友情の雰囲気をかもし出し、良いプログラムを伴った関心ある例会を行って、会員を育て、退会防
止を図っています。指導力こそが、私たちのクラブを成功に導くための重要な要素なのです。PETS、地区チーム研修セミナー、
地区協議会などのRI研修プログラムのほとんどすべては、具体的な活動に関するプログラムです。RLIはロータリーを生甲斐と
しているリーダー候補者に焦点を合わせるもので、特定のロータリーの役職にある人に焦点を合わせるものではありません。す
なわち、一般的な指導者教育を提供するものです。
　基本的なコースでは、丸３日間の「部門Part」が提供されます。参加者によっては、３年間かけて毎年「１部門」を受講するか
もしれませんし、異なった場所で他の「部門」に出席するかもしれません。本部では、参加者はいかなる場所のコースでも出席
できますし、どの場所でも同じプログラムを実施するつもりにしています。3「部門」が終了したときに、参加者はRLIピンを受け取
り、次いで、様 な々問題に関して深く研修する「卒業生セミナー」を選択することができます。卒業生プログラムは、2000-01ロータ
リー年度に、３２ゾーンで開始されており、毎年、広げられる予定です。
　カリキュラムの話題はウェブ・サイトに掲載されています。カリキュラムは毎年改訂され、改定された指導者用資料や参加者用
資料は、ロータリー年度初頭、すべての支部に配布されます。
　コースは会議、昼食、および７つのブレークアウト・セッションから構成されています。
　指導者は、ディスカッション・グループを指導する前に、丸１日かけてオリエンテーション・プログラムを受けます。通常、指導者の
大部分は、そのコースを実施する目標となった地区以外の地区から来ます。本部における指導者は、毎ロータリー年度に、２日
間か３日間以上のコースを志願するものと予想しています。指導者は地区ガバナーや地区RLIリーダーによって推薦されます。
指導者は、元理事から元クラブ会長から選びますが、特別な才能のある場合には、まだクラブ会長をしていない人から選ぶこと
もあります。指導者を選ぶ場合の重要な評価基準は、講演することではなく、議論を導き出す能力なのです。

お知らせ NEWS
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ロータリー財団国際親善奨学生募集案内

お知らせ NEWS
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WCSセブ島海外視察報告
2011年2月24日～27日 フィリピン・セブ島

国際ロータリー第2640地区では、毎年各クラブが人道的な国際支援を展開しております。
地区世界社会奉仕委員会では、「世界理解と平和週間」にあわせて会員皆様に更なる国際理解を深めて頂きたく2月24日～
27日の日程でフィリピン共和国セブ島海外視察を企画致しました。米田　眞理子ガバナー、平原パストガバナー、小島パストガバ
ナーを始めとする地区内会員及びロータリーファミリーの総勢54名(19クラブ)の参加のもと24日早朝より関西国際空港を出発し
マニラ乗り継ぎを経て夕刻に現地到着致しました。
フィリピンの抱えている問題は、水管理、識字、保健、飢餓貧困など人々が生活していくうえでの必要最低限のニーズが満たさ
れていない地域が数多くあり国民の半数以上が貧困層といわれているところにあります。当地区内の各クラブではこれまでも
現地に対し様 な々支援活動を3860地区内ロータリークラブと共に実践しております。
今回は、17クラブの協力を頂き現地RCから今年度協力依頼のありましたプロジェクトの検証、視察へと赴きました。

24日
3860地区主催のウエルカムパーティー(現地ロータリアンとの親睦夕食会)
主な参加者
3860地区ガバナーＴＥＤ氏　3860地区ＰＤＧ　ＹＵＭＩ氏
3860地区4クラブの会長を始めとするロータリアン他
主な式次第
両国国歌斉唱、3860地区ガバナーのウエルカムスピーチ、米田ガバナーのスピーチ、
マングローブ植林のプレゼンテーション、各クラブのバナー交換等

25日
早朝出発にて3860地区RC全体が取り組んでいる「100万本のマングローブ植林事業」の視察。2640地区では3年前(平
原年度)より活動支援を展開しており、今回は地元のリロアン町長から感謝のメッセ－ジと共に地域住民やフィリピン空軍の
方々の多数の参加のもと海岸にてマングローブの苗木の植林作業の体験致しました。2640地区及び地区内8クラブの今
年度ＷＣＳ事業。
午後からは空軍が手配したバスや地元ロータリアンの車に分乗し各プロジェクトの視察。

世界社会奉仕委員会 委員長　中野　一郎

2月行事報告 Report 2011/02
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マクタンRC提唱
セブ島市内にある障害者支援施設(主に耳の不自由な子供たち85名が通学)に対する
支援プロジェクトの視察。地区内3クラブの今年度ＷＣＳ事業。
マンダウエイーストRC提唱
貧困地域における教育、セブ市郊外の山岳地域にある小中学校を視察。
今年度は海南東ＲＣが中心となり地区内4クラブが支援しております。
ＰＭ8時開宴にて2640地区主催の夕食会
お世話頂きました3860地区のロータリアン約20名、フィリピン空軍の代表者、小中学校の先生方をお招きしてのサンキュウ
パーティー開催。
進行次第
米田ガバナー挨拶、小島ＰＤＧ挨拶、3860地区ＷＣＳ提唱クラブからの感謝状や記念品の贈呈、平原ＰＤＧの総括及び謝
辞等閉会にあたりロータリーソング“手に手つないで”

26日
終日自由行動でセブ観光などお楽しみ頂き、27日定刻のＰＭ7時20分に無事帰国。
到着ロビーにて米田ガバナー、平原ＰＤＧの挨拶を頂き解散となりました。
今回の視察を通じて現地が抱えている様 な々困難を改めて理解すると共にロータリーが実施
するＷＣＳ活動の必要性と支援のありかたについて直接、見聞きし、肌で感じることで再認識
することが出来ました。皆様の国際的な人道的支援活動の更なる積極的な参加をお願いいたします。

2月行事報告 Report 2011/02



26

ＲＬＩパートⅡ 2011年2月20日 りんくう国際物流センター

ＲＬＩパートⅡリハーサル 2011年2月12日 りんくう国際物流センター

ロータリーの効果的な奉仕プロジェクト米山記念奨学事業（その１・基礎編）ロータリー財団（その１・基礎編）

会員組織と会員維持（その１・基礎編）クラブレベルを越えたロータリーロータリーに於けるリーダーシップ

2月行事報告 Report 2011/02
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米山記念奨学生修了式 2011年2月11日

2月行事報告 Report 2011/02
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３月　識字率向上月間（Literacy Month）

2010-2011年度 3月行事予定表
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2011年1月 出席報告




